
TOKYO
METROPOLITAN

UNIVERSITY

�¶
æ�w�î�›�Ò�Q�h �H�Á�w
•�ó�­�­

�f�˜�N�q�G�¶


����H�Á�J�¶
í
•�È�¯�”�µ


� �. �~�µ�Ù�”�À �~�ë �F�~�H�Á�›

•�ó�$�t�¶�‚�”�N�q�G�
�°�w�¯�”�µ

�°�R�›
~�“�‰�X�—�›
��t�£�Z�”�s�’�z
�×
��w
•�È�i�Z�p�s�X�z	ý�h�s�–�¬�t�‹�Å
“�̀ �‡�d�œ�T�•



目次

１．人間健康科学副専攻コースについて............................................................................................... 2

1)　副専攻コースとは
2)　人間健康科学副専攻コースのコンセプト
3)　対象となる学生

２．副専攻コース履修開始から修了証書授与までの流れ.................................................................... 3

３．副専攻コース履修開始から修了証書授与までの詳細.................................................................... 4

1)	　ガイダンスへの参加・メーリングリストへの登録について
2)	　人間健康科学副専攻コースの履修科目と修了認定要件
3)	　履修申請の手続き
4)　特別研究と成果発表について

４．開講科目の紹介.................................................................................................................................. 5

1)　科目一覧
2)　多様な履修プランの提案
3)　教養科目群及び基盤科目群の指定科目の紹介
4)　副専攻専門教育の紹介

５．特別研究...........................................................................................................................................14

1)　研究室一覧
2)　特別研究テーマ

６．Ｑ＆Ａ...............................................................................................................................................16

７．履修者の声.......................................................................................................................................17

８．教員一覧...........................................................................................................................................19

９．問い合わせ先....................................................................................................................................20

1



１．人間健康科学副専攻コースについて

（１）副専攻コースとは？

（２）人間健康科学副専攻コースのコンセプト

（３）対象となる学生

東京都立大学の副専攻コースは、幅広い学びをサポートするために設け
られた特別なプログラムです。主専攻（各学部・系の基本コース）とは別に、
特定の分野に焦点を当てた授業を履修することで、異なる分野の知識を深
め、複合的な視野を身につけることができます。
「人間健康科学副専攻」は、健康福祉学部が提供しており、大学院のヘ

ルスプロモーションサイエンス学域の教員が授業を担当しています。

人間健康科学副専攻コースでは、健康科学および健康増進科学を多角的
に学ぶことを目的としたプログラムです。このコースでは、運動や適応、
栄養、認知、行動など、健康に関連するさまざまな側面から学びを深める
ことができます。これらを結びつけた学びを通して、高齢化や都市部の健
康問題など、現代社会が抱える課題を理解し、解決に向けたアイデアを考
え実践する力を育みます。

人間健康科学副専攻コースは、すべての学部生が対象です。自分の専門
分野に加えて、健康に関する知識も身につけたいという学生に最適なプロ
グラムです。将来、健康分野や人間工学、リハビリテーション、社会福祉
といった領域で活躍したい方、あるいは大学院でさらに学びを深めたいと
いう方にも、このコースを履修することをおすすめします。また、コース
を履修しなくても、興味のある授業を 1科目から受講することも可能です。
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２．副専攻コース履修開始から修了証書授与までの流れ

毎年、4月に「人間健康科学副専攻コース履修ガイダンス」が開催されます。人間健康科学副専
攻コースの紹介および履修方法について詳しく説明されますので、1年次または 2年次に参加し、
履修方法について理解しておくことが望ましいです。
履修ガイダンスの参加後に、メーリングリストへの登録をしてください。履修に関する重要な情

報や発表会のお知らせなどの最新の情報を受け取ることができます。
（詳しくは 4ページ（1）を参照）

STEP

1 ガイダンスへの参加・メーリングリストへの登録（1 ～ 2 年次）

人間健康科学副専攻コースに登録されている科目一覧を確認し、興味のある科目を積極的に履修
しましょう。修了のために 26単位取得することを目指します。
・教養科目および副専攻専門から指定された単位数を取得しましょう。
・後期月曜 3時限の人間健康科学概論は必修です。
・夏季集中授業も提供されています。

STEP

2 教養科目・専門科目を積極的に履修（1 ～ 2 年次）

2 年次後期あるいは 3年次前期の履修申出期間に、副専攻コース履修申出書」を理系学務課（ヘ
ルスプロモーションサイエンス学域担当）へ提出します。

STEP

3 履修申請の手続き（2 年次後期あるいは 3 年次前期の履修申請期間）

3 年次または 4年次に、希望する研究室で特別研究を行います。例年 12月には成果発表会を行っ
ています。

STEP

4 特別研究と研究発表（3 年次または 4 年次）

コースを修了した学生に対して、修了証書を卒業式において授与します。

STEP

5 人間健康科学副専攻コースの修了証書授与（4 年次 3 月）
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３．副専攻コース履修開始から修了証書授与までの詳細

（１）ガイダンスへの参加・メーリングリストへの登録について

（２）人間健康科学副専攻コースの履修科目と修了認定要件

（３）履修申請の手続き

毎年、4月に「人間健康科学副専攻コース履修ガイダンス」が開催されます。ガイダンスの日程は人間健康科学副専
攻コースホームページや、東京都立大学広報Xなどでお知らせします。もしガイダンスに参加できなかった場合は、ホー
ムページでガイダンスの内容をまとめた動画を公開していますので、それを視聴してください。
ガイダンスの後にメーリングリストの登録をお願いしています。登録すると副専攻担当教員から履修手続きや研究

発表会のイベントのことなど、情報を受け取ることができます。ガイダンス後にメーリングリストの登録を希望する
場合は、20ページの問い合わせ先にメールにてご連絡ください。

履修申出書の提出人間健康科学副専攻コースを正式に履修するには、2年次後期あるいは 3年次前期の履修申出期
間に、副専攻コース履修申出書」を理系学務課（ヘルスプロモーションサイエンス学域担当）へ提出します。
コース履修後、修了を断念したとしても、卒業証明書などにその履歴が残ることはありません。

1. 下記① - ④の要件を満たす合計 26単位以上を履修しなければなりません。ただし①については、主専攻における
単位取得状況から、特別申請科目が 6単位以上を履修されていることを確認することで、履修認定を行います。従っ
て、副専攻コース独自の科目として履修が必要なのは、下記② -④の合計 20単位以上となります。

2. 主専攻コースを修了し、かつ、規定の単位修得者には、人間健康科学副専攻コースを修了したことを認定します。
卒業時には副専攻コース修了証書が授与されます。

人間健康科学副専攻コースホームページ：  https://fukusenkou.fpark.tmu.ac.jp/

① 教養科目群及び基盤科目群のうち、人間健康科学副専攻コースが指定する科目 6単位以上を履修
すること。

② 必須科目である「人間健康科学概論」（2単位）を履修すること。
③ 専門教育科目（選択必修）から合計 10単位以上を履修すること。
④「副専攻特別研究Ⅰ・Ⅱ」（各 4単位）を第 3年次以降に履修すること。
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毎年 12月に「成果発表会」を実施しています。人間健康科学副
専攻コースでは、卒業論文の提出ではなく、プレゼンテーション形
式で自分の研究内容を発表します。近年はオンラインで開催してい
ますが、状況次第で変更される可能性もあります。
これまでの特別研究題目は 15ページをご参照ください。

成果発表会

（４）特別研究と成果発表について

3 年次または 4年次に、希望する研究室を選択し、特別研究を行
います。どちらの学年で行うかは、4年次の主専攻での活動や就職
活動等の忙しさにより判断します。ここ最近は 3年次に履修する学
生さんが過半数を占めています。
指導教員の先生と相談して、例えば夏休みの自由研究のように、

限られた期間に集中して研究を進めたり、あるいは週１回の決まっ
た時間で定期的に研究するなど、それぞれ研究室のやり方がありま
すので相談しながら決めることができます。

特別研究

5



４．開講科目の紹介

人間健康科学副専攻コースで提供されている科目を紹介します。

（１）科目一覧

科目名 単位 備考 科目名 単位 備考

教養科目群及び基盤科目群 専門教育科目

エクササイズ科学 2 人間健康科学概論 2 必修

認知と行動 2 応用神経科学 2

行動生理学＊３ 2 健康科学と生命工学 2

生体機能調節学 2 環境生理生化学 2

スポーツ · 健康と脳科学 2 運動処方論 2

運動生命医科学 2 認知行動学 2

スポーツ栄養学 2 行動神経科学※３ 2

スポーツバイオロジー 2

スポーツ心理学 2 集中

健康増進論 2 集中＊1

運動分子生物学 2 集中＊1

先端健康医科学 2 集中

スポーツ機能解剖学 2 集中

運動生理学 2 集中＊1

代謝栄養学実習 2 集中

脳機能生理学 2 集中＊2

運動と栄養 2 集中＊2

発達の心理と健康 2 集中＊2

人間健康科学特別研究 I 4

人間健康科学特別研究 II 4

 
＊１：奇数年度科目
＊２：偶数年度科目
＊３：2026年度終了予定
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（２）多様な履修プランの提案
人間健康科学副専攻コースの大きな特徴の一つは、学生が自分の興味に応じて自由に授業を選択できる点です。つまり、

各学生の個々の興味に応じて、どのように単位を取得しても良いという柔軟なカリキュラムが提供されています。
下記はモデルプランの科目履修例です。

選択必修（6単位以上）：

選択必修（6単位以上）：

 必修（2単位）：

 必修（2単位）：

 必修（8単位）：

 必修（8単位）：

 選択必修（10単位以上）：

 選択必修（10単位以上）：

 〇認知と行動　〇行動生理学　〇スポーツ・健康と脳科学

〇生体機能調節学　〇運動生命医科学　〇行動生理学　〇スポーツ ·健康と脳科学

〇人間健康科学概論

〇人間健康科学概論

〇人間健康科学特別研究Ｉ· II

〇人間健康科学特別研究Ｉ· II

〇認知行動学　〇スポーツ心理学　〇行動神経科学
〇発達の心理と健康　〇応用神経科学　〇脳機能生理学

〇健康科学と生命工学　〇先端健康医科学　〇行動神経科学
〇環境生理生化学　〇運動生理学　〇脳機能生理学
〇運動分子生物学　〇代謝栄養学演習　〇応用神経科学

認知行動学：
体育館でのブラインドサッカー体験などを通して、
運動機能と認知機能の互恵的関係を学びます。

健康科学と生命工学：
生物 ·分子生物学の基礎知識に基づき、最新の
バイオテクノロジーの世界を学びます。

こころの不思議について学びたい！

生理生化学の応用の可能性を学びたい！

 Plan 1

 Plan 2

 教養科目群及び基盤科目群

 教養科目群及び基盤科目群

 専門教育科目

 専門教育科目

 オススメ！

 オススメ！
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選択必修（6単位以上）：

選択必修（6単位以上）：

 必修（2単位）：

 必修（2単位）：

 必修（8単位）：

 必修（8単位）：

 選択必修（10単位以上）：

 選択必修（10単位以上）：

〇エクササイズ科学　〇スポーツ栄養学　〇認知と行動　
〇スポーツ ·健康と脳科学

  〇エクササイズ科学　〇スポーツ栄養学　〇運動生命医科学

〇人間健康科学概論

〇人間健康科学概論

〇人間健康科学特別研究Ｉ· II

〇人間健康科学特別研究Ｉ· II

〇認知行動学　〇運動と栄養　〇スポーツ心理学　〇スポーツ機能解剖学
〇運動生理学　〇運動処方論　〇スポーツバイオロジー

〇運動と栄養　〇骨格筋生物学　〇運動分子生物学　〇健康増進論　
〇運動生理学　〇運動処方論　〇代謝栄養学演習

スポーツ心理学：
運動 ·スポーツ活動の効果を心理学的に理解し、
そこから効果的な指導の在り方を考えます。

スポーツ栄養学：
スポーツ選手のパフォーマンス向上および人々の健康増進
のための栄養摂取方法について学びます。

 スポーツについて集中的に学びたい！

   健康を運動と栄養の両側面から学びたい！

 Plan 3

 Plan 4

 教養科目群及び基盤科目群

 教養科目群及び基盤科目群

 専門教育科目

 専門教育科目

 オススメ！

 オススメ！
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授業の詳細はCAMPUSSQUARE内のWEBシラバスを必ず確認してください。

エクササイズ科学（前期・木曜日・2時限）

認知と行動（前期 · 金曜日 ·1 時限）

行動生理学 （前期 · 金曜日 ·2 時限）

生体機能調節学 （後期 · 火曜日 ·1 時限）

スポーツ · 健康と脳科学 （前期 · 金曜日 ·1 時限）

（３）教養科目群及び基盤科目群の指定科目の紹介

担当者 山内 潤一郎 授業番号 X0080

 授業方針 · テーマ
エクササイズ科学の知識を基礎から応用まで、主に生体機能適応と神経 -筋生理学を体系的に学ぶ。

担当者 樋口 貴広 授業番号 X0087

 授業方針 · テーマ
脳の認知情報処理の視点から、人間の行動の不思議に迫る。認知科学 ·心理学の考え方が、スポーツ選手やエンター
テイナーの優れたパフォーマンス、ヒューマンエラー、こどもの発達など、社会的関心の高いトピックの理解に
どのように役立つかを解説する。

担当者 北 一郎 授業番号 X0113 

 授業方針 · テーマ
生物の基本行動を司る脳 · 神経メカニズムおよび生命維持に重要なホメオスタシスの制御機構について、脳科学・
神経生理学的観点から講義を行う。

担当者 眞鍋 康子   授業番号 X0133 

 授業方針 · テーマ
生体の機能とその調節機構について、細胞内での代謝調節機構から、全身の代謝調節機構にいたる過程を学ぶ。
本講義では、動物が有している生体の精巧な調節機構に焦点を当て、その理解を深める。

担当者 西島 壮    授業番号 X0153 

 授業方針 · テーマ
It is exercise alone that supports the spirits, and keeps the mind in vigor (Cicero, BC106-43). 一生涯、
我々は自身の身体と付き合い、生きていく。生涯を通じて健康であるために、運動・スポーツの実践が有効であ
ることは疑う余地がないが、運動・スポーツを始められない・続かないというという学生も多い。そこで本講義
では、運動・スポーツを習慣化するための基礎的素養の育成を目指し、身体活動・ 不活動と脳の健康の関連につ
いて神経科学およびスポーツ科学の視点から講義する。さらに健康増進やスポーツ振興について、最新の取り組
みを紹介する。 
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運動生命医科学 （後期 · 金曜日 ·2 時限）

応用神経科学 （前期 · 月曜日 ·2 時限）

健康科学と生命科学 （前期 · 火曜日 ·1 時限）

スポーツ栄養学 （前期 · 木曜日 ·1 時限）

人間健康科学概論 （後期 · 月曜日 ·2 時限）

担当者 藤井 宣晴 授業番号 X0174 

 授業方針 · テーマ
身体運動がもたらす健康の恩恵効果、つまり健康を維持・増進し病気を改善する効果が、どのような仕組みで生
じるかを、医学・生命科学の視点から学ぶ。

担当者 西島 壮 授業番号 E0023 

 授業方針 · テーマ
21 世紀は「脳の世紀」と呼ばれるほど、脳科学は急速な発展を続けている。一方、メディアを通して研究成果が
過大解釈され、誤って伝えられることも多い。そこで本講義は、神経科学 (Neuroscience) の基礎とその限界を
学び、その知識を正しく応用するための脳科学リテラシーの修得を目指す。

担当者 眞鍋 康子 授業番号 E0021 

 授業方針 · テーマ
生物 · 分子生物学の基礎知識を学んだ上で、研究の推進に必須であるバイオ技術の基礎原理を学ぶ。さらに、最
新のバイオテクノロジーが我々の社会へどのように応用されているかについて学ぶ。

担当者 古市 泰郎 授業番号 X0188

 授業方針 · テーマ
スポーツ選手のパフォーマンスを向上させるために、どのような食事内容をどのように摂取すればよいかについ
てスポーツ栄養学の理論を紹介し、さらにその理由を細胞や分子レベルのメカニズムを通して解説する。

担当者 古市 泰郎、北 一郎、樋口 貴広、藤井 宣晴、眞鍋 康子、山
内 潤一郎、西島 壮、福原 和伸 授業番号 E0004

 授業方針 · テーマ
人間健康科学副専攻コースでは、人間の健康に関する科学をスポーツ、身体運動、栄養・食品科学の観点から幅
広く学ぶことを目的としている。本講義では、それらの専門分野の概要について、オムニバス形式で各分野を紹
介する。

（４）副専攻専門教育科目の紹介
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環境生理生化学 （後期 · 金曜日 ·2 時限）

運動処方論 （後期 · 月曜日 ·1 時限）

認知行動学 （後期 · 火曜日 ·2 時限）

行動神経科学 （後期 · 金曜日 ·2 時限）

スポーツバイオロジー （後期 · 金曜日 ·1 時限）

担当者 藤井 宣晴 授業番号 E0014 

 授業方針 · テーマ
運動に対する生体の適応の仕組みを中心に、内部環境および外部環境の変化に生体が巧みに適応する仕組みを、
生理・生化学的視点から学ぶ。わたし達は、走るとその速度に見合っただけ鼓動が高まって息が上がり、暑けれ
ば汗をかき、寒ければ震えがくる。また、気圧の低い高地に長く滞在すると、最初は息苦しくとも次第に身体が
慣れてくる。このように生体は、環境の変化に対して短期・長期に適応する能力を有している。その適応メカニ
ズムを考察することによって、生命に強靭さを与える身体機能の仕組みを理解する。

担当者 山内 潤一郎 授業番号 E0002

 授業方針 · テーマ
運動処方の理論を理解し、適切なプログラムの作成を行える知識を習得する。

担当者 樋口 貴広 授業番号 E0017

 授業方針 · テーマ
運動や行動を支える知覚 · 認知の働きについて講義する。認知的な情報処理の過程について基礎を学ぶとともに、
これらの話題がスポーツ、リハビリテーション、ヒューマンエラー、こころのストレスなどの諸問題にどのよう
に貢献するのかについて考えていく。

担当者 北 一郎 授業番号 E0001

 授業方針 · テーマ
行動の発現、特に本能行動を基本とする行動に焦点をあて、その脳内制御機構およびそれに伴う情動反応につい
て神経科学の観点から講義を行う。また、脳の可塑性に焦点を当て、さまざまな要因による脳の変化について講
義を行う。

担当者 古市 泰郎 授業番号 E0032

 授業方針 · テーマ
運動中および運動後の身体の反応を、生理・生化学的な観点から理解することを目的する。特に、骨格筋系、心
血管系、呼吸器系、神経筋系、代謝の変化に焦点を当て、身体の適応メカニズムを学ぶ。
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スポーツ心理学 （夏季集中）

先端健康医科学 （夏季集中）

スポーツ機能解剖学（夏季集中）

代謝栄養学演習（夏季集中）＊奇数年度開講

運動分子生物学 （夏季集中）＊奇数年度開講

担当者 三宅 紀子 授業番号 E0008 

 授業方針 · テーマ
運動やスポーツの意義や効果を心理学的観点から理解することによって、運動やスポーツ活動とよりよい生活や
人間形成との関わりを知り、心身の健康増進への糸口とする。また、運動技能を獲得するメカニズムを理解し、
そこから効果的な運動やスポーツ指導のあり方を心理学的に究明する。さらには、競技スポーツの特異な心理的
世界についても解説を加える。

担当者 長屋 昌樹 授業番号 E0029 

 授業方針 · テーマ
『じぶんの体のこと、よくしってる??』 本講義では“いま(自分は)なぜふつうに生活できているか?を“ある細胞”
を例にとり進めていく。細胞生物学の基礎を学び、“なぜヒトは病気になるのか ?” 病気はなおるのか、病気はなお
せるのか ?を理解する。医学研究が我々の社会へどのように貢献しているのか ?について学ぶ。

担当者 勝又 宏 授業番号 E0010 

 授業方針 · テーマ
本講義はオンラインならびにオンデマンド形式を併用する形でおこなう。姿勢や動作に関与する骨格筋 - 関節の
構造および身体動作を力学的に分析するための基礎知識について講義を行う。それらをもとに身体内外における
種々の力の作用が動作を構成するするしくみについて解説する。

担当者 藤井 宣晴、眞鍋 康子、古市 泰郎 授業番号 E0030 

 授業方針 · テーマ
副専攻特別研究を進める上で必要な基礎となる研究方法について学び、研究をするための基礎演習と実践を行う。

担当者 藤井 宣晴、二歩　裕 授業番号 E0024

 授業方針 · テーマ
『分子生物学』とは、「生命は（物質）で構成されており、その機能も分子の性質や振る舞いによって決まる」、と
いう視点で生命の本質を探る科学分野である。これまでの生命観は何らかの「神秘性」をまとって語られること
が多かったが、分子生物学の台頭により、生物 · 生命に物理学や化学の法則を当てはめて考えられるようになり、
現代の奔流となっている。その背景を学ぶ。
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運動生理学 （夏季集中）＊奇数年度開講

発達の心理と健康 （夏季集中）※ 2025年度不開講（偶数年度開講）

脳機能生理学 （夏季集中）※ 2025年度不開講（偶数年度開講）

運動と栄養 （夏季集中）※ 2025年度不開講（偶数年度開講）

人間健康科学特別研究Ⅰ · Ⅱ

健康増進論 （夏季集中）＊奇数年度開講

担当者 山内 潤一郎 授業番号 E0025

 授業方針 · テーマ
運動生理学の理論を通して、筋の構造と機能、運動時のエネルギー供給機構、エクササイズ · トレーニングの基
礎知識について理解し、生活習慣病改善などに対する運動の効果について広く学ぶ。

担当者 樋口 貴広、北 洋輔、福原 和伸 授業番号 E0026 

 授業方針 · テーマ
私たちは生まれてから多くのものを見聞きし、考え、今の生活に至っている。健やかな成長の背景にある認知の
メカニズムを学ぶともに、成長の各段階における行動との関連を考える。本講義では、発達に伴い変化する認知
について学ぶとともに、それが健康の諸問題とどのように結びつくのかについて、様々なトピックを紹介する。

担当者 北 一郎、雨宮 誠一朗 授業番号 E0027 

 授業方針 · テーマ
様々な行動に脳がどのように関与しているのか、あるいはどのような要因によって脳の機能・構造が変えられる
のかについて、神経生理学・生物学・生化学・心理学などの知見をふまえ学習する。

担当者 眞鍋 康子、石原 健吾 授業番号 E0031 

 授業方針 · テーマ
運動時のエネルギー代謝、必要とされる栄養の基礎を学ぶ。前半は健康と筋の関係や筋の種類についての基礎を
学ぶ。後半は、健康の維持増進・競技力向上の視点からスポーツ栄養学の基礎的トピックについて概観する。栄
養素の消化吸収代謝を軸に、運動の種類や強度、持続時間、目的に応じた適切な栄養摂取方法を学ぶ。

担当者 藤井 宣晴、北 一郎、山内 潤一郎、樋口 貴広、眞鍋 康子、
西島 壮、古市 泰郎 授業番号 E0019

E0020

 授業方針 · テーマ
「人間健康科学」に関する特別研究をすすめるうえで、人間と健康に係わる問題を行動や適応、運動やスポーツ、
栄養と食品などからのアプローチを軸に、科学的に解明するための基礎を学び、研究をおこなう。

担当者 西島 壮、田邉 解 授業番号 E0028

 授業方針 · テーマ
現代人の身体活動量は減少し、これが生活習慣病や精神疾患を発症する主因となっている。すなわち、現代社会
において健康を増進することは身体活動を増進することに等しい。そこで本授業では、身体活動疫学の研究成果
をもとにヘルスリテラシーを高め、身体活動増進を実現させるためにどうすればよいか考えていく。
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５．特別研究

特別研究ではヘルスプロモーションサイエンス学域の専任教員の研究室にて研究をおこないます。研究室の概要は
下記のとおりです。

（１）研究室紹介

生物の行動に関わる情動、覚醒、ストレス、自律機能のはたらきや環境要因（物理的、精神的、社会的刺激）による
適応現象について脳科学の観点から研究しています。これらの脳内神経機構を明らかにし、脳の活性化やストレスの
メカニズムについて解明することを目指しています。

人々の健康維持やアスリートの競技力向上のために、骨格筋に焦点を当て、運動生理学や細胞生物学の視点から研究
を進めています。骨格筋を強化するメカニズムを細胞レベルで明らかにするとともに、再生医療や運動処方を見据え
た基礎研究と応用研究を進めます。

動作における神経 - 筋収縮機構のメカニズムや特殊環境下における生体機能適応システムの解明を軸に身体能力向上
と生体機能の可能性と不思議を探求しています。

人間の行動を、知覚・認知の観点からひも解くことを目指しています。特に、行動が中枢・身体・環境の相互作用に
基づき創発されるという観点から研究をしています。得られた成果は、中枢神経系機能の解明から、スポーツやリハ
ビリテーションへの応用まで、幅広く活用されています。

運動・身体活動が脳機能を高めるメカニズムや不活動の弊害について、神経科学的手法を用いて研究しています。こ
れにより、運動・スポーツにより積極的に身体を動かすことの新たな意義を考え、提唱することを目指します。

運動が健康を生み病気を改善する仕組みを細胞レベルで解き明かします。

行動生理学研究室

筋再生適応学研究室

生体機能 · 神経 - 筋生理学研究室

知覚運動制御研究室

スポーツ神経科学研究室

運動分子生物学研究室

○北 一郎

○古市 泰郎

○山内 潤一郎

○樋口 貴広　○福原 和伸

○西島　壮

○藤井 宣晴　○眞鍋 康子
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様々な主専攻の学生が、健康・運動・栄養に関する特別研究に取り組んでいます。以下はその一例です。

（２）特別研究テーマ

主専攻 副専攻特別研究課題

都市環境・観光 温泉旅行による睡眠改善効果 No.1 試験による検討

人文・人間社会 ジャグリングに重要なボールの空間位置の特定

経済・経済経営 食餌中のリジン制限は身体活動量を減少させるのか？

法学・政治 活性酸素が脳海馬において細胞増殖を促進する可能性の検討

都市環境・地理 カテキンは運動が脳へもたらす効果を増強するか

都市環境・環境 視線位置の変化が高齢者の方向転換動作に与える影

理学・生命科学 グルコース濃度の違いよる筋芽細胞の代謝変化

理学・生命 Musashi-2 の欠損がミオグロビンmRNAの安定性に及ぼす影響

理学・生命 もらい泣きしやすさを決定する要因　-共感力は重要か -

理学・化学 筋芽細胞における受容体Xが細胞増殖に与える影響

都市環境・建築学 高齢者の障害物回避における事前の歩行調整能力

健康福祉・理学療法 マウスは周りの景色を手がかりに運動しているのか？

健康福祉・作業 両手協応運動のタイミング制御における加齢の影響
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６．Ｑ＆Ａ

A.  まずはコースが提供している科目のなかで、受講したい科目を吟味してください。各教養科目・専門科目共に1年
生から受講できます。正式にコースを履修するためには、２年次後期あるいは３年次前期（概ねWeb履修申請時期）
に、副専攻コースの履修申請をおこなう必要があります。履修申出時期の詳細については、ホームページでお知ら
せします。履修申出書はこちらよりダウンロードできます。

A.  理系学生は 4年生になると卒業研究が忙しくなるために、3年生をお勧めしています。ただ 3年生の実習が
忙しく 4年生の方が良い場合は、4年生でも可能です。文系の学生は、3年生でも 4年生でも自身の都合に
合わせて特別研究をしています。

A.   できます。これまでに健康福祉学部の学生もシステムデザイン学部の学生も副専攻を修了しています。ただ
し 1年生のうちの履修計画が大事になるので、早めに副専攻教務委員に相談してください。（20ページ、問
い合わせ先参照）

A.  特別研究を開始する前までに受講することが望ましいですが、無理である場合は卒業までに受講すればよいです。

A.  できます。履修取り下げが成績証明に記録として残ることもありません。従って、コース履修の可能性をもってお
きたい場合には、２年次後期あるいは３年次前期に、副専攻コースの履修申請を積極的におこなってください。

A.  「人間健康科学概論」や各先生の副専攻の専門授業をうけることで、先生方の研究の興味や実際の研究内容を
知ることができます。3年生、または 4年生になるタイミングで興味もった先生に直接話を聞きに行き、指
導をお願いしたい先生を決定してから、指導教員と話し合い研究テーマを決めます。1月中に履修申し出者
にメールにて案内し、2月中にテーマを決定します。

A.   制度上は両立可能です。ただしいずれも主専攻の履修に加えて履修するコースのため、全てを履修するには
一定の限界があります（年間の取得単位数の制限もあります）。学年が進むにつれ、いずれかを選択するといっ
た工夫も必要です。

Q.  コースを履修するにはどうしたらよいですか？

Q.  3 年生と 4 年生どちらで特別研究をすればよいでしょうか？

Q.  学年が上がって荒川キャンパスや日野キャンパスに行っても特別研究はできますか？

Q.  必修科目「人間健康科学概論」は 2 年生までに受講する必要があるのでしょうか？

Q.  コース履修を取り下げることはできますか？

Q.  特別研究のテーマはどのように決めるのですか？

Q.  他の副専攻コースや教職課程と両立できますか？
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A.   まずは教養科目ならびに副専攻専門科目の中から、興味がある授業を探してみてください。各授業のシラバス
は、都立大のCampusSquareより閲覧できます。教養科目の指定科目を受講すると、主専攻の卒業単位に加え、
副専攻コース修了のための単位として認められます。またコースの修了を目指さなくても、専門科目を受講で
きます。4月にコース履修ガイダンスを実施します。修了に興味がある人は参加を検討してください。

A.   1年生で受講できなくても2～4年生で受講することができます。教養科目ならびに副専攻専門科目は、何年
生でも受講できます。夏季集中授業として提供している専門科目が多くあります。前期・後期とも他科目との
重なりで受講が難しい場合、夏季集中科目の受講を検討してください。夏季集中科目一覧は、人間健康科学副
専攻コースのWebページを参照してください。

A.   2 年次後期あるいは3年次前期の履修申請期間です。人間健康科学副専攻コースを正式に履修するには、2年
次後期あるいは3年次前期の履修申出期間に、副専攻コース履修申出書」を理系学務課（ヘルスプロモーショ
ンサイエンス学域担当）へ提出します。
副専攻コース履修後に修了を断念したとしても、卒業証明書などにその履歴が残ることはありません。

A.   自分の興味があるテーマで特別研究を行います。3年次または4年次に、希望する研究室を選択し、特別研究
を行います。どちらの学年で行うかは、4年次の主専攻での活動や就職活動等の忙しさにより判断します。こ
こ最近は3年次に履修する学生さんが過半数を占めています。主専攻の活動を妨げない範囲内で実施します。
例年12月に成果発表会を行っています。

Q.  1 年生の時に何をすればよいですか？

Q.  受講したい授業が主専攻の授業と重なって受講できないときはどうればよいですか？

Q.  コース履修の決定はいつですか？

Q.  コースを履修したら何をするのですか？

A.  健康に関する問題の中でも、運動・適応・スポーツ・栄養・認知・行動の問題を深く学ぶことができます。3
年生のうちに特別研究を履修し、その内容を就職活動における面接で活用できた、といった修了生の声もあ
ります。

A.   これまでのところ、副専攻を志望した学生の主専攻は多岐にわたっており、ほぼ全ての学部で副専攻を修了し
た履歴があります。学科によっては修了するためのハードルが高い場合がありますが、工夫することで両立は
可能です。

A.   副専攻コースの履修・修了を希望しない学生でも、コースが提供する専門科目を履修することが可能です。興
味がある科目があれば、ぜひ受講してください。

Q.  人間健康科学副専攻コースを履修するとどんなメリットがありますか？

Q.  主専攻との両立ができるか心配です。

Q.  専門科目の授業だけを履修したいです。
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７．履修者の声

実際に履修している学生・修了生に聞いてみました！

人間のしくみについて知らないことがたくさんあることに面白さを感じ、探究してみたいと興味を持った

主専攻とは別の角度から健康に関する知識を得たかったため

新たな知見を手に入れることができると同時に、主専攻の分野でもそのことを活かすことができるのではと考
えたから

３年次から研究室に入れることに魅力を感じたから

研究を人の健康に還元できるという、研究の型に魅かれたから

副専攻で勉強した内容を結びつけて考えることで、主専攻の学びを深めることにつながった。

学科で習った内容と身近な内容の関係性が分かったりして、学習のモチベーションを持てる。

専門学科や日常生活に役立つ知識や考え方、研究方法を学ぶことができた。

大学院に進むか就職するかを判断するのに、副専攻での研究体験が大いに参考になった。

卒業研究をする上で研究の組み立て方がしやすくなった。

専門的な実験を行うことができるため、技術力や思考力を他の人よりも早い段階で身に付けることができた。

自分の関心を心ゆくまで追求し、主専攻での学びと共に、人間に関する知見を広げることができた。

就職活動中、大学での学びについて聞かれた際に、多角的な視点を以て勉強してきた経験、興味を追及し続け
られる姿勢をアピールすることができた。

なぜ人間健康科学副専攻コースを履修しようと思ったか教えてください。

人間健康科学副専攻コースを実際に履修してみて、良かったと思うことがあれば教えてください。
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８．教員一覧

教員名 職位 専門分野 Email Lab HP

北 一郎 
( きた いちろう )

教授 行動生理学 kita-ichiro[@]tmu.ac.jp HP

藤井 宣晴
 ( ふじい のぶはる )

教授 運動分子生物学 fujiin[@]tmu.ac.jp HP

樋口 貴広
 ( ひぐち たかひろ )

教授 認知科学・実験心理学 higuchit[@]tmu.ac.jp HP

眞鍋 康子
 ( まなべ やすこ )

教授 細胞生物学・代謝栄養学 ymanabe[@]tmu.ac.jp HP

山内 潤一郎
 ( やまうち じゅんいちろう )

准教授 生体機能・神経 -筋生理学 yamauchi[@]tmu.ac.jp

西島 壮
 ( にしじま たけし )

准教授 スポーツ神経科学 t-nishijima[@]tmu.ac.jp HP

古市 泰郎 
( ふるいち やすろう )

准教授 筋再生適応学 furuichi[@]tmu.ac.jp HP

福原 和伸
 ( ふくはら かずのぶ )

助教
スポーツ科学・スポーツ心

理学
fukuhara[@]tmu.ac.jp HP

 
各教員の詳細については、各教員のHPをクリックしてください。

*Email については、@マークの前後のカッコを外してください。
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９．問い合わせ先

人間健康科学副専攻コースの詳細は、Webページをご覧ください。
ガイダンス（4月実施）や、夏季集中講義などについて、最新の情報が入手できます。

〒 192-0397　
東京都八王子市南大沢 1-1
東京都立大学　南大沢キャンパス 13号館
古市 泰郎
E-mail: furuichi[@]tmu.ac.jp

問い合わせ先

副専攻　健康
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